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西脇市観光物産協会規約 

 （名称） 

第１条 この会は、西脇市観光物産協会と称する。 

 （事務所） 

第２条 この会の事務所は、西脇市役所内に置く。 

（目的） 

第３条 この会は、西脇市における観光交流及び物産品の振興に資する事業を展開し、

交流人口及び関係人口の拡大を図ることで、市民文化の高揚及び地域産業の発展向

上に寄与することを目的とする。  

（事業） 

第４条 この会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

 ⑴ 観光に関する情報の発信 

 ⑵ 物産品の選定、開発支援及び販売促進 

 ⑶ 観光客の誘致促進及び観光施設等での観光案内 

 ⑷ 観光資源の保全、創出及び利活用の推進 

 ⑸ 観光メニューの企画及び実行並びに観光物産関連事業開催者への支援及び協賛 

 ⑹ 観光物産に関する調査研究 

 ⑺ その他この会の目的達成に必要な事業 

２ 前項の事業に要する経費は、補助金、負担金、会費及びその他の収入をもって充

てる。 

 （組織及び会員） 

第５条 この会は、この会の趣旨に賛同する世帯、個人、団体及び法人をもって組織

する。 

２ この会の会員は、次のとおりとする。 

 ⑴ 世帯会員 西脇市内に住居を有する各世帯 

 ⑵ 個人会員 個人及び各種グループ 

 ⑶ 個人事業主会員 法人を設立せずに自ら事業を行っている個人 

 ⑷ 法人会員 法人格を有する企業、団体等 

（入会費及び年会費） 

第６条 この会の入会費及び年会費は、次のとおりとする。 

 ⑴ 入会費（再入会を含む。） 

  ア 個人事業主会費  2,000円 

  イ 法人会費  3,000円 

 ⑵ 年会費 

ア 世帯会員の会費  100円 

  イ 個人会員の会費  1,000円 

  ウ 個人事業主会員の会費  3,000円 

  エ 法人会員の会費  5,000円 

２ 年会費を２年以上納入しない会員は、この会を退会したものとみなすことができ

る。 

 （役員） 

第７条 この会に次の役員を置く。 

 ⑴ 会 長 １名 
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 ⑵ 副会長 ２名 

 ⑶ 理 事 若干名 

 ⑷ 監 事 ２名 

 （選出） 

第８条 会長及び副会長は、理事会において理事の互選により選出し、総会において

承認を得る。 

２ 理事は、商工観光関係等の民間各種団体を代表する者、市民を代表する者及び学

識経験を有する者から選出する。 

３ 監事は、会員のうちから会長が委嘱する。 

 （任期） 

第９条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （職務） 

第10条 役員の任務は、次のとおりとする。 

 ⑴ 会長は、この会を代表し、会務を総理する。 

 ⑵ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

 ⑶ 理事は、この会の運営に必要な事項を審議又は処理する。 

 ⑷ 監事は、この会の会務及び経理を監査し、その結果を理事会及び総会に報告す

る。 

 （報酬） 

第11条 役員は、無報酬とする。ただし、役員が会務のために要した費用は支弁する

ものとする。 

 （顧問及び参与） 

第12条 この会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、この会に関係ある者又は学識経験を有する者のうちから会長が

委嘱する。 

３ 顧問及び参与は、会長の諮問に応じ、会議に出席して意見を述べることができる。 

 （職員） 

第13条 この会に事務局を設け、会務を行うため職員を置くことができる。 

２ 職員の任免は、会長が行う。 

 （会議の招集及び決定） 

第14条 この会の会議は、総会及び理事会とし、会長がこれを招集し、議長となる。 

２ 会議は、過半数の出席により成立する。ただし、総会については、委任状による

場合も出席とみなす。 

３ 議事は、出席者の過半数をもって決定する。ただし、可否同数のときは議長がこ

れを決定する。 

 （総会） 

第15条 総会は、年１回開催する。ただし、必要に応じ臨時総会を開くことができる。 

２ 総会は、世帯会員を代表する各自治会の長、個人会員、個人事業主会員及び法人

会員をもって開催する。 

３ 総会は、理事会の承認を得て、次の事項を審議決定する。 

 ⑴ 規約の制定及び改廃 

 ⑵ 事業計画及び収支予算に関する事項 
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 ⑶ 事業報告及び収支決算に関する事項 

 ⑷ その他この会の運営に関する重要な事項 

４ 前項の規定にかかわらず、事業計画の軽微な変更及びこれに伴う予算の修正につ

いては、会長が専決することができる。この場合、次回の理事会で承認を受け、総

会で報告する。 

（総会に代える理事会） 

第16条 この会の運営上緊急やむを得ない事情があるときは、理事会をもって総会に

代えることができる。 

２ 会長は、前項の会議を行ったときは、その結果を次に開く総会において報告しな

ければならない。 

 （部会等） 

第17条 この会は、事業を円滑に推進し、又は専門の事項を調査検討するため、部会

又は委員会を置くことができる。 

２ 部会又は委員会は、役員のうちから構成する。ただし、必要と認める場合は、役

員以外の者も会議に出席させることができる。 

 （会計） 

第18条 この会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとする。 

２ この会の経費は、会費、補助金、寄附金、事業収入及びその他の収入をもって充

てる。 

３ この会の事業遂行上、特に必要がある場合は、一般会計の他に特別会計を設ける

ことができる。 

４ 特別会計の設置又は廃止は、理事会において協議し、総会において承認を得る。 

５ この会の事業及び会計に関する帳簿及び書類は、総会の承認を得た日から起算し

て、５年を経過した日の会計年度末日まで保存しなければならない。 

 （費用弁償） 

第19条 この会の役員、会員又は職員が、会務のための旅行に係る費用を負担すると

きは、その旅行に係る費用弁償を支給することができる。 

２ 前項の旅行に係る費用弁償の額は、西脇市の諸規定の例による。 

 （補則） 

第20条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、理事会で協議し、別に会長が

定める。 

 

   附 則 

１ この規約は、平成19年６月15日から施行する。 

２ この会の当初の召集は、この会の設立準備会座長が招集する。 

３ この会の当初の役員は、この規約の規定にかかわらず別紙役員名簿のとおりとし、

その任期は、平成20年３月31日までとする。 

附 則 

この規約は、平成25年６月19日から施行する。 

   附 則 

この規約は、令和元年６月５日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和４年６月８日から施行する。 


